
 

 

 

 

 

 

 

筆（はぎ入居者：中村和子様） 

 

 

 

 

 

 

特別養護老人ホーム山科積慶園 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ   今 久 保 宏 誌 

 

 こんにちは。２階やまぶきユニットの今久保です。                  

暑い毎日が続きますが、入居者様、職員一同、毎日

楽しい日々を過ごさせていただいております。 

さて、山科積慶園で勤務させていただき、もうすぐ

４年が経とうとしています。 

開設当時は入居者様も職員もお互い知らないとこ

ろからのスタートでしたので、それぞれが不安な気持

ちを持ちながらも日々が経過していきました。 

少しずつ時間をかけて、個別の関わりを通す事で、

現在では入居者様と職員の間に信頼関係が出来たと

思います。           

私自身も、信頼できる仲間達に助けられ毎日楽しく

仕事をさせていただいております。 

職員や入居者の生活に応じて変化していくユニッ

トには、ひとつひとつの物品を挙げても多くの思い出

が詰まっています。 

これからも職員一同、辛い時や疲れる時もあるでし

ょうが、協力し励まし合って楽しく明るいユニットに

していきたいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行日平成２４年８月１日（夏号） 

 

 

 

 

 

 

特別養護老人ホーム山科積慶園 

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ  黒 川 佳 容 子 

 

 こんにちは。５階ききょうユニットの黒川佳容子で

す。 

京都の三大祭りの一つ、祇園祭り巡行が無事に終了

したと同時に梅雨明けとなり、いよいよ夏本番となり

ました。今年は例年より暑い夏になるとのこと。利用

者様はもちろん、職員共々健康に留意し、元気に夏を

乗り切れるようにと願います。 

私は山科積慶園開設の平成 20年 12月に就職しまし

た。最初は３階なでしこユニットに配属でしたが翌年

５月に５階ききょうユニットに異動になりました。ユ

ニットが違うと利用者様はもちろん何もかもが違う

ので、一から色んなことを必死に覚え、業務に取り組

みました。ききょうユニットの利用者様は皆さん本当

に明るい方ばかりで、いつも誰かの声がしていてとて

も賑やかで楽しいユニットです。私達職員は、利用者

様にとって安心できる環境を整え、どうすれば利用者

様にとって最適なケアを提供出来るか、日々考えなが

ら業務にあたっています。人生、幾つになっても勉強

だと思います。利用者様と接するなかで、色々なこと

を学ばせていただいています。利用者様と共に楽しく

過ごし、顔を見ただけで安心していただける関係を、

現在よりも深く築いていきたいと思います。まだまだ

勉強不足な私ですが、これからもどうぞよろしくお願

い致します。 
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４ 月       《お花見》      

 

 

インクラインや 

疎水の桜が夢の 

ように美しかった 

 

 

 

５ 月       《わんこ》 

 

 

おしぼりタオルでこん

なに可愛い、個性的な

ワンコ達が出来ました   

 

 

５ 月       《琵琶湖》  

 

堅田の道の駅までド

ライブ。湖を見なが

らお茶をしてきまし

た 

 

 

 

６ 月       《讃岐うどん》 

 

 

しこしこの美味しいうどん

になるまで、 協力して頑張

って踏みました 

 

 

 

 

 

 

 

６ 月       《はないちもんめ》 

 

 

 

誰でも一度はやった

ことのある懐かしい

遊びです 

 

 

 

 

６ 月       《ボーイズ》 

 

 

お買いものに行って、夏の装

い、かっこいい！ 

 

 

 

 

 

 

８ 月 の予定 

８月は園の夏祭りです！ 

 

 

 

 

 編集後記＊・＊・＊・＊・＊・ 
梅雨が終わりを告げ、本格的な夏が到来しました。

日々暑い日が続いておりますが、皆様におかれまして

はいかがお過ごしでしょうか。 

本年は節電が大きく取り上げられておりますが、身

体を壊さない適度な節電を心掛けたいものです。 

８月は夏まつりを控えており、職員一同準備に取り

かかっております。お陰様で機関誌『花宴』も第９号

の発刊と相成りました。これからも園の行事や催し等

を皆様にお伝えしていけるように頑張ります。 

亀苔 



 

 

６月２３日、３階でＢＢＱを開催。 

梅雨の合間、心配された天候にも恵まれ、日常と違

った雰囲気の中、皆さん沢山の野菜とお肉を頬張って

おられました。 

おかわりされた方、この日とばかりにビールを飲み

歌い出された方もおられ、その歌声に皆さん手拍子で、

気がつけば宴会状態！皆さんの笑顔に職員一同癒さ

れた一時でした。 

（籔田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪コンチキチン♪ 

京都三大祭の一つ、祇園祭。祇園祭の時期に京都で必

ず食べられる食材といえば｢鱧｣ですね。今年は鱧を天

麩羅にして提供しました。みなさん、午前中にテレビ

で鉾の巡行を楽しまれ、想い想いにお弁当を食べられ

ていました。祇園祭が終わると梅雨明け…今年も暑い

夏がやってきますね。 

献立内容：生姜ご飯 

     鱧の天麩羅～天つゆを添えて 

      茄子の揚げ浸し 

      鱧きゅう 

      海老入り茶碗蒸し 

      梅水まんじゅう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９回「熱中症予防にはこまめな水分補給！」 

 

厚労省の報告では熱中症の死亡者数は平成 8年では 9件でしたが、平成 9年以降は 2桁の件数になっています。

近年平均気温が 35度を越える日が増えている事も影響していると思います。 

 熱中症とは、体温が上昇する事で、体内の水分や塩分が低下し、脳への血流も不足してその機能まで低下して

しまう状態で、発見と手当が早ければ軽症で済みますが、「熱射病」のように重傷化すると、頭痛や嘔吐、めま

いやだるさを感じ、さらにひどくなると、意識障害を起こす事もあります。 

直接日光に当たらない場所でも注意が必要です。熱中症の発生は、気温や直射日光だけでなく、湿度が高く・

風が弱い場所等で、体温が上がり、カラダの熱が逃げにくい状況になった時に起こりやすくなります。 

体温を調節する為の発汗機能が低い高齢者や乳幼児、また肥満の人も皮下脂肪が多いと体内に熱がこもりやす

く熱中症になりやすいのです。 

水分を取る量は、体格や体質や年齢によっても異なりますが、暑い時期は普段よりも汗をかく事で水分が失わ

れるので、意識して水分を補いましょう。ただ、一度にガブガブと大量に飲むと、胃液を薄めてしまい、消化不

良を起こしやすくなります。 

飲む時は、1回小さなコップ 1杯、200ml程度を、最低でも 1日に 3回の食事、10時、3時、寝る前など 5～6

回飲めば、1日 1,000～1,600ml程度の水分が補給できます。 

http://allabout.co.jp/redirect/cgi/r2.cgi?gs=1801&type=cc&id=301323&url=http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/anzeneisei16/02.html
http://search.allabout.co.jp/vertical/?q=%E7%86%B1%E4%B8%AD%E7%97%87%E5%AF%BE%E7%AD%96%20%E9%AB%98%E9%BD%A2%E8%80%85&r=reflink


 
花見レクリエーション        

 ４月８日、好天気に恵まれ入居者 11 名、職員 

11 名、車４台で皇子山へお花見に行きました。 

 生憎未だ見ごろでは無かったので「花より団子」と気持ちを切

り替え、花見はそこそこにして、和食さとで昼食を取りました。 

他のフロアーの入居者や職員とも会話が弾み美味しく頂きまし

た。 

 食後、山中越えにて比叡山より市内へ戻りました。途中

カーブも多くあり車酔いも心配しましたが、皆様元気で南

禅寺方面では満開の桜も鑑賞でき、無事帰園しました。  

（大浦） 

４Ｆ すき焼きレクリエーション 

 

 宴会好きの４Ｆスタッフが考えた･･･。入居者さんと一緒に飲みたい･･･。 

ということで、5 月 12 日夕食に各階お客様（入居者さん）を数名招いて居酒屋

風鍋パーティをしました。 

 皆様と一緒に食事が出来た事で、食欲

も増し、楽しいひとときを送ることがで

きました。（大屋） 

 

 

スポーツ大会                 

６月１６日、風船バレーボール大会を開催しました。利用者様の元気のいい選手宣誓の後ゲーム開始！椅子に

座っての風船バレーですが、腕の力だけでなく足を踏んばったり背中を伸ばしたりと全身の運動になります。 

みなさん風船を床に落とさないように手足を動かし楽しんでおられました。（髙橋） 

 

 

 

 

 

 


